
１ 

 

                                           

平成２２年第６回大和町議会臨時会会議録 

                                           

平成２２年１１月２９日（月曜日） 

                                           

応招議員（１８名） 

１番 藤 巻 博 史 君 １０番 浅 野 正 之 君 

２番 松 川 利 充 君 １１番 鶉 橋 浩 之 君 

３番 伊 藤   勝 君 １２番 上 田 早 夫 君 

４番 平 渡 髙 志 君 １３番 大 友 勝 衛 君 

５番 堀 籠 英 雄 君 １４番 中 川 久 男 君 

６番 髙 平 聡 雄 君 １５番 中 山 和 広 君 

７番 秋 山 富 雄 君 １６番 桜 井 辰太郎 君 

８番 堀 籠 日出子 君 １７番 大 崎 勝 治 君 

９番 馬 場 久 雄 君 １８番 大須賀   啓 君 

 

                                           



２ 

出席議員（１８名） 

１番 藤 巻 博 史 君 １０番 浅 野 正 之 君 

２番 松 川 利 充 君 １１番 鶉 橋 浩 之 君 

３番 伊 藤   勝 君 １２番 上 田 早 夫 君 

４番 平 渡 髙 志 君 １３番 大 友 勝 衛 君 

５番 堀 籠 英 雄 君 １４番 中 川 久 男 君 

６番 髙 平 聡 雄 君 １５番 中 山 和 広 君 

７番 秋 山 富 雄 君 １６番 桜 井 辰太郎 君 

８番 堀 籠 日出子 君 １７番 大 崎 勝 治 君 

９番 馬 場 久 雄 君 １８番 大須賀   啓 君 

 

                                           

欠席議員（なし） 

 

 



３ 

説明のため出席した者の職氏名 

町 長 浅 野   元 君 産業振興課長 庄 司 正 巳 君 

副 町 長 千 坂 正 志 君 都市建設課長 高 橋   久 君 

教 育 長 堀 籠 美 子 君 上下水道課長 堀 籠   清 君 

総 務 

まちづくり 

課 長 

遠 藤 幸 則 君 

会計管理者兼 

 

会 計 課 長 

浅 野 雅 勝 君 

財 政 課 長 千 坂 賢 一 君 教育総務課長 織 田 誠 二 君 

税 務 課 長 伊 藤 眞 也 君 生涯学習課長 八 島 勇 幸 君 

町 民 課 長 瀬 戸 啓 一 君 

総 務 

ま ち づ く り 

対 策 官 

千 葉 恵 右 君 

環境生活課長 高 橋   完 君 

産 業 振 興 課 

企 業 誘 致 

対 策 官 

浅 井   茂 君 

保健福祉課長 瀬 戸 善 春 君   

 

                                           

              事務局出席者 

議会事務局長 浅 野 喜 高 主  査 藤 原 孝 義 

班  長 瀬 戸 正 志   

 

 

 

 

 



４ 

【議事日程】 

日程１ 大和町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

日程２ 大和町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

一部を改正する条例 

日程３ 大和町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する 

条例の一部を改正する条例 

日程４ 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

 

【本日の会議に付した事件〔日程と同じ〕】 

 

 

午前１０時００分  開  会 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 皆さん、おはようございます。 

 開会前に、町長から皆さんに報告事項があるということでございますの

で、町長より報告をしていただきます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいま議長からお許しをいただきましたので、報告ということでさせ

ていただきます。詳しくは担当課長から申し上げますが、皆さんご承知と

思いますが、現在、王城寺原の方で米軍が演習をやっているところでござ

いますが、11月26日の夜８時ごろと、また次の日、11月27日16時ごろ、２

回にわたって野火といいますか、火災が発生しております。このことにつ

きまして、大変遺憾であると、そういったことがないようにと申し入れを

もちろんやっているところでございまして、今後また県の協議会等とも相

談をした中で対応を図ってまいりたいというふうに思っております。 

 現在そういう状況でございますが、これまでの経過につきまして、わか

る範囲の中ではございますけれども、担当課長のほうから経過等について

ご説明をさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願い

いたします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 総務まちづくり課長遠藤幸則君。 

 

総務まちづくり課長（遠藤幸則君） 

 おはようございます。 

 町長が申し述べましたことについて、私のほうからも説明をさせていた

だきます。 

 王城寺原演習場におきます火災関係の状況でございますが、時系列的に

申し上げさせていただきます。 

 まず、11月26日の金曜日でございますが、20時15分に発生した火災の状

況でございます。26日の金曜日、この火災の発生の状況につきましては、

町のほうに現地連絡本部のほうから20時45分に私のほうに連絡が入り、町

の本部のほうも日直が詰めておりましたが、そちらのほうに入ったような

状況でございました。 

 さらに、鎮火が21時32分でありましたが、これの連絡が21時42分に町の

本部のほうに入りました。 

 さらに、22時07分に、あすの訓練内容については現地を確認後に決定を

したいというふうな旨の連絡が入っておりますし、22時45分、全体の説明

があったところであります。火災焼失の面積が0.5ヘクタールというよう

な状況でございました。 

 翌27日でありますが、８時に現地連絡本部のほうから午前10時にマスコ

ミに公表する旨の連絡が私のほうに入りまして、直ちに町の本部のほうに

伝えたような状況であります。10時にマスコミに公表がありまして、27日

の土曜日ですが、９時12分に町のほうに入ったのは８時57分射撃訓練が開

始されるというふうなファクスがありまして、これが９時12分でございま

した。 

 27日の土曜日の火災ですが、これは16時42分に発生した状況でありま

す。この火災の状況につきましては、27日の16時54分に町の本部に、私と

本部のほうに火災発生の連絡があり、直ちに対応したものであります。18

時02分、17時35分に鎮火の旨の連絡が入りました。また、火災の状況につ

いてはまだ不明であるというような状況でございます。 

 18時47分に、27日の訓練が終了した旨の連絡がありました。終了時刻は
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17時でありました。この後、19時に東北防衛局等に対する申し入れの調整

を県の企画部、これは王城寺原演習場対策協議会の関係でありますが、こ

れの協議を行っております。 

 20時20分に、火災面積が約1.5ヘクタールとの連絡があったところであ

ります。 

 翌28日、日曜日でありますが、８時35分に現地連絡本部よりマスコミの

公表を９時に行うという連絡があったところであります。 

 以上が26日、27日の火災の状況の時系列的な町への連絡の状況でござい

ます。 

 対応についてでございますが、まず、26日に起きた火災に対しまして

は、王城寺原演習場対策協議会のほうで県の事務局長それから３町村で協

議を行い、宮城県、これは企画部長を含めてですが、ほか３名で東北防衛

局の現地連絡本部に出向き、申し入れを行ったところであります。 

 さらに、27日の部分についても、現在町を含めた県、大和町、色麻町、

大衡村で構成しております王城寺原演習場対策協議会で、その対応につい

て協議を今進めている状況でございます。 

 以上のような状況でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で、町長の報告を終わります。 

 ただいまから平成22年第６回大和町議会臨時会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

                                            

日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって、12番上田早夫君

及び13番大友勝衛君を指名します。 
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日程第２「会期の決定について」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第２、会期の決定についてを議題にします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

    「異議なし」と呼ぶ者あり 

 異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間に決定いたしました。 

 

     「町長あいさつ」 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長より招集のあいさつがあります。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 改めまして、おはようございます。 

 第６回大和町議会臨時会開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上

げたいと思います。 

 本日、ここに平成22年第６回大和町議会臨時会を招集いたしましたとこ

ろ、議員の皆様にはご多用中にもかかわらず、ご出席をいただきまして、

まことにありがとうございます。 

 初めに、去る11月１日に開催されました宮城県文化の日表彰式におきま

して、大須賀 啓議長が長年の産業功労により表彰の栄に浴されており、

まことにおめでとうございました。町民を代表いたしまして、心からお祝

いを申し上げますとともに、今後ますますのご活躍をご祈念申し上げる次

第でございます。 

 また、進出企業の立地操業や操業準備に合わせた従業員の方々の異動等

によりまして、大和町人口も増加の状況となり、過去最高人口を更新中で

ありましたが、去る10月末日で２万5,000人目の方をお迎えすることとな

りました。大須賀議長にも出席をいただき、11月１日、庁舎１階交流ホー

ルにおきまして歓迎セレモニーを開催したところでございます。 
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 お迎えをいたしましたご家族は、セントラル自動車に勤務されておりま

して、相模原市から戸籍、住民票ともに異動されました野崎様ご家族３名

の方々で、生後４カ月の崇斗（しゅうと）君ともども夢膨らむ生活を送ら

れることをお祈り申し上げました。 

 次に、昭和63年に組織いたしました「大和」全国連絡協議会（たいわサ

ミット）のメンバーでございました鹿児島県奄美大島の大和村で、去る10

月の豪雨で道路崩壊等により住民避難に至る災害が発生したとの報道を受

け、町といたしまして災害見舞いを行いましたので、ご報告を申し上げた

いと思います。 

 それでは、本日提出いたしております議案につきまして、その概要をご

説明申し上げます。 

 議案第62号につきましては、人事院勧告に基づき、国の一般職の職員の

給与に関する法律等の一部改正されることに伴い、町の給与条例を国に準

じて改正するものでございます。 

 議案第63号及び第64号は、町長、副町長及び教育長の給与につきまして

も、国に準じた改正を行おうとするものでございます。 

 以上が、本日提出いたしております議案の概要でございますが、何とぞ

慎重にご審議をいただき、ご可決賜りますようお願い申し上げまして、あ

いさつとさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

                                            

日程第３「議案第６２号 大和町職員の給与に関する条例等の一部を 

改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第３、議案第62号 大和町職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例を議題とします。 

 朗読を省略して、提出者の説明を求めます。総務まちづくり課長遠藤幸

則君。 

 

総務まちづくり課長（遠藤幸則君） 

 では、議案書の１ページのほうをお願いいたします。 
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 議案第62号 大和町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例。説明に当たりましては、別添の議案説明資料のほうの１ページをお

開きいただきます。 

 まず、人事院勧告に係ります給与条例等の改正の概要についてご説明

を申し上げます。 

 民間企業との格差に基づく給与の改定の状況でございますが、民間に

おける給与の実態を正確に把握するため、例年同様の方法により、これ

については民間事業所50人以上の規模、５万1,000社のうちから１万

1,000社、約45万人を識別して調査をした内容でありますが、同様の方法

により、民間の４月分給与と昨年８月から本年７月までの特別給、いわ

ゆるボーナスを詳細に調査した結果、月例給が民間を757円上回っていた

状況でありました。特別給与につきましても、公務の年間支給月数が民

間の年間支給割合を0.18月上回っていた状況でございます。 

 公務と民間との格差△0.19％を解消するために、月例給の引き下げ改

定を行うというような状況でありますし、特別給、賞与につきましても

0.2月引き下げることといたすものであります。 

 具体の内容でありますが、一般職につきましては俸給表の月額の引き

下げということで、平均改定率が△0.1％、これは中高齢層、いわゆる40

歳代以上の限定の引き下げとなるものであります。 

 ２番目としましては、平成18年度から22年度までの５カ年で継続して

おります給与構造改革の経過措置により、平成18年３月の給料、この分

は21年もう既に100分の99.78に減額されておりますが、この差額分の支

給されている職員につきましても100分の99.59に減額をいたす内容であ

ります。 

 期末勤勉手当の引き下げでありますが、既に６月分が支給済みであり

ますので、今回12月分に限って1.50を1.35、△0.15、勤勉手当につきま

しては0.70を0.65、△0.05月、合計で年間2.75月が2.60月に、△0.15

月。それから、勤勉手当は年間1.40が1.35月ということで△0.05月。計

で全体で4.15月から3.95月の△0.20月となるものであります。 

 また、６月、12月の支給の割合の調整を図るため、来年度以降であり

ますが、６月分を期末・勤勉合わせて1.90、12月分を期末・勤勉合わせ

て2.050、合計で3.95月といたすものであります。実施月につきまして
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は、平成22年12月１日とするものであります。 

 また、本年は引き下げ改定のため、遡及の改定は行わないものであり

ますが、年間給与で比較した場合、公務員給与と民間給与との均衡が図

られるよう、４月から11月までの８カ月分の給与及び６月期の特別給に

係る格差相当分の額を12月の分の期末手当で減額調整をいたすものであ

りまして、その割合が△0.28％となるものであります。 

 ４番目は、平成23年４月１日における号俸の調整であります。給与改

定構造改革期間中の部分でありますが、平成23年４月１日において43歳

に満たない職員のうち、平成22年１月１日に昇給した職員につきまして

は１号俸昇給させるものであります。この部分につきましては、平成23

年４月１日とするものであります。 

 続きまして、特別職の部分であります。国家公務員につきましては、

一般職の公務員の給与の改定に伴い、同様の改定、給与については△

0.2％、ボーナス支給月も3.10から2.95の△0.15月という形であります。 

 具体に国のほうでありますが、内閣総理大臣、国務大臣につきまして

はそれぞれ5,000円、4,000円の減額を行い、0.24％、△0.26％の減額と

なるものであります。 

 町の場合ですが、町長につきましては76万7,000円を76万5,000円に

2,000円の減額、率につきましては△0.26％、副町長につきましては60万

8,000円を60万6,000円に2,000円の減額で△0.32％、教育長につきまして

は51万8,000円を51万7,000円に1,000円の減額とし、△0.19％といたすも

のであります。 

 期末手当の引き下げ分でありますが、これも国に準じた形で、町長、副

町長、教育長につきましては12月で調整を行い、1.60を1.50の△0.10月、

計で3.05月を2.95月の△0.10月といたすものであります。 

 この部分につきましても、次年度以降については調整を行い、６月につ

いては1.4、12月については1.55、計2.95月といたすものであります。 

 関連する条例案件ですが、一般職につきましては大和町の職員の給与に

関する条例の一部改正、特別職につきましては常勤のものの給与及び旅費

に関する条例、それから教育長につきましては大和町教育委員会教育長の

給与等の勤務条件に関する条例の一部改正といたすものであります。 

 それでは、具体の条例の改正の内容であります。 
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 ３ページのほうをお開きいただきます。 

 大和町職員の給与に関する条例の新旧対照表であります。第22条でござ

いますが、期末手当の額を100分の150から100分の135に、再任用に係る部

分についてはそれぞれ100分の150とあるのを100分の135に、100分の85と

あるのを100分の80といたすものであります。 

 勤勉手当でありますが、第23条であります。100分の70の部分を100分の

65に、再任用につきましては100分の35を100分の30にそれぞれいたすもの

であります。 

 以下、４ページから７ページにつきましては給料表の改定に係るもので

ございます。 

 ８ページにつきましては、第２条に係る部分であります。これは次年度

以降の部分でありますが、100分の125を100分の122.5に、100分の135を

100分の137.5にそれぞれ改めるものでありますし、再任用につきましても

100分の125を100分の122.5に、100分の135とあるのを100分の137.5と改正

をいたすものであります。 

 勤勉手当の部分でありますが、第23条に係る部分でありますが、100分

の65を100分の67.5に、再任用に係る部分については100分の30を100分の

32.5にそれぞれ改正をいたすものであります。 

 次は９ページでございます。第３条の部分でありますが、給与の改正に

伴う経過措置のほうの第７条であります。差額分の100分の99.76を100分

の99.59にそれぞれ改正をいたすものであります。 

 では、議案書に戻っていただきます。 

 議案書の４ページでございますが、附則としまして、この条例につきま

しては平成22年12月１日から改正、施行するものでありますし、ただし第

２条及び附則の第３条の規定につきましては平成23年４月１日から施行い

たすものであります。 

 第２条につきましては、平成22年12月支給する期末手当に関する特例措

置を定めたものでありまして、12月に支給する期末手当の額から減額対象

職員の月数の月額の合計額に100分の0.28を乗じた額に４月から11月まで

の８月分を乗じた額を減額するものであります。 

 続いて、５ページのほうであります。第３条につきましては、平成23年

４月１日における号俸の１号俸の調整に係るものであります。 
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 第４条については、規則への委任事項であります。 

 以上であります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

 １番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

 今回の40歳以上0.1％に伴う平均の引き下げ額、それからトータルでど

のぐらいになるのか。それから、もう一つはいわゆるボーナス分について

も同様の額、平均でどのぐらい、それから総額でどのぐらいになるのかお

知らせください。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 総務まちづくり課長遠藤幸則君。 

 

総務まちづくり課長（遠藤幸則君） 

 藤巻議員の質問にお答え申し上げます。 

 今回の給与改正に伴う影響でございますが、まず一般職に係る部分で

ありますが、現在町の一般職の平均年齢が43歳10カ月ほどでございます

が、30万1,450円ほどでございました。平均で500円から700円ほどの減額

になるものであります。 

 それから、給与の期末・勤勉手当の改正の状況でございますが、平均

で年額138万5,000円ほどでございますが、これが年額で７万4,000円ほど

の平均で減額となるものであります。 

 この結果、町全体での影響でございますが、給与の改正、それから期

末・勤勉手当の改正に伴う減額として試算としている額としましては

1,460万円ほどに見込んでいるところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 質疑ありませんか。ほかにないですか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 
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 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 １番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

 今回の今確認させていただきましたけれども、一般職40歳以上で

0.1％、これ月額ですね、500円から700円ということで、年間にすれば６

万円ほど、それから手当についてはこれは全職員というか、40歳以上の方

だけではないということですけれども、平均７万4,000円の減額というこ

とでございます。 

 今回の減額する理由ということで、普通の企業、一般企業との格差を埋

めるのだという理由で今回の答申のほうも出されているというふうに思っ

ています。40歳以上の方だけではない、大きな影響が全体で、40歳以上の

方については大ざっぱに言って年間13万ですか、それからそれ以下の方に

ついても６万ほどの影響が出るということで、やはりこれは大きな生活設

計の上での影響があるんだろうというふうに思っております。もちろん若

い方々であれば子育ての方、それからお年を召している方であっても高

校、大学、あるいはまた家のローンという、そういったさまざまな生活設

計に大きな影響を与えるものであるということが第１点と、それともう一

つは、先ほども申しました一般との格差ということで、少しずつであって

も、この前も減額したところでございますが、本当に、では一般はどうな

のかということであると、やはり今現在の中で不況に苦しんでいる、そう

いう中でございます。 

 そういう中で一般を理由にということで格差ということですけれども、

一般のほうもじゃあ給料上がっているのかというと逆に下がっているよう

な状況ではないかということで、やはり経済の大きな割合を占めていると

言われる個人消費を冷え込ませない、そういう立場からも、そしてまたそ

ういうことでの町あるいは公共機関の役割というのも非常に大きいもので

はないかということで、今回の引き下げについては反対いたします。以上

です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 次に、原案に賛成者の発言を許します。ございませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これから議案第62号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第４「議案第６３号 大和町特別職の職員で常勤のものの給与及び 

旅費に関する条例の一部を改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第４、議案第63号 大和町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 朗読を省略して、提出者の説明を求めます。総務まちづくり課長遠藤幸

則君。 

 

総務まちづくり課長（遠藤幸則君） 

 議案書の７ページになります。 

 議案第63号 大和町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例であります。説明資料のほうをお願いいた

します。10ページであります。 

 第３条につきましては、それぞれ給料の月額、期末手当の額の部分で

ありますが、100分の160を100分の150に、給料の別表でありますが、町

長の分でありますが76万7,000円を76万5,000円に、副町長につきまして

は60万8,000円を60万6,000円にいたすものであります。 

 第２条の関係でございますが、これが翌年度以降の部分でありまし

て、100分の145を100分の140に、100分の150を100分の155にそれぞれ改

正をいたすものであります。 

 議案書の７ページの附則でありますが、この条例につきましては平成

22年12月１日から施行するものでありますし、第２条につきましては平
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成23年４月１日から施行いたすものであります。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第63号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第５「議案第６４号 大和町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の 

勤務条件に関する条例の一部を改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第５、議案第64号 大和町教育委員会教育長の給与、勤務時間その

他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 朗読を省略して、提出者の説明を求めます。総務まちづくり課長遠藤幸

則君。 

 

総務まちづくり課長（遠藤幸則君） 

 議案書８ページ。議案第64号 大和町教育委員会教育長の給与、勤務

時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例になります。 

 説明資料は11ページであります。第２条、給与につきまして、月額51

万8,000円を51万7,000円といたすものであります。 

 附則としまして、この条例につきましては平成22年12月１日から施行

いたすものであります。以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第64号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第６「議発第１号 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する 

条例の一部を改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第６、議発第１号 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 朗読を省略して、提出者の趣旨説明を求めます。15番中山和広君。 

 

１５ 番 （中山和広君） 

 議発第１号につきまして、ご説明を申し上げます。 

 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例でございます。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第112条第１項及び会議規則第

14条第２項の規定により提出をするものでございます。 

 改正の理由につきましては、議員の期末手当につきましては、平成21年

５月27日に開催された平成21年度第３回大和町議会臨時会に提出された議

案第50号大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例で、附則に次の１項を加えるとし、平成21年６月に支給する期末

手当の割合の特例、平成21年６月に支給する議長、副議長及び議員の期末

手当に関する第６条第３項の規定の適用については、同項中、100分の160
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とあるのは100分の145とすると改正し、その後、本文改正に至らないこと

から、平成22年６月の期末手当の支給割合は改正前の100分の160で支給を

されました。 

 大和町職員及び常勤の特別職の給与等に関する条例については、平成21

年11月27日に開催した第８回大和町議会臨時会に改正条例が提出され、第

３条第３項の支給割合を人事院勧告どおりの支給割合に改正をしている。 

 平成22年度においても、人事院から民間給与との格差に基づく給与改定

勧告が出されたことに伴い、本町の常勤の特別職の期末手当引き下げにつ

いて検討されている、とありますが、ただいま議案第63号及び第64号で原

案が可決されたところであります。 

 行財政改革に取り組んでいる当議会としても、町の職員及び常勤の特別

職の支給割合と同率にすべきとの観点から、本議案を提出するものであり

ます。 

 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例の内容をご説明申し上げます。 

 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和31年大和町条

例第15号）の一部を次のように改正する。 

 第６条第３項中、100分の160を100分の140に、100分の170を100分の155

に改める。 

 この附則は、平成22年12月１日から施行するということであります。 

 なお、最後のページに新旧対照表を載せてございます。旧条文では、第

６条第３項、アンダーライン、６月に支給する割合については100分の

160、12月に支給する割合においては100分の170とするを、新条文では６

月に支給する割合については100分の140、12月に支給する割合においては

100分の155とするというふうに改正する案でございます。 

 以上であります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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 反対者の討論はございませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 次に、原案に賛成者の発言を許します。16番桜井辰太郎君。 

 

１６ 番 （桜井辰太郎君） 

 それでは、ただいま議発に関する大和町議会議員の報酬及び費用弁償等

に関する条例の改正について、賛成の意で討論をいたします。 

 期末手当につきましては、平成21年度第３回大和町臨時議会に提出され

ました議案第50号 大和町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例、つまり附則において100分の60とありましたこの内

容を100分の45と改正し、そして実施いたしました。その後、大和町議会

議員の報酬及び費用弁償等に関する条例は、平成22年度６月の期末手当の

支給割合は本文改正に至らないまま、平成22年度６月の期末手当の支給割

合は改正前の100分の160で支給されました。 

 ことし８月10日の人事院の公務員給与等に対する改定につきまして勧告

がありました。厳しい民間給与を反映し、平均で1.5％の引き下げを勧告

でありました。特に、高齢期への雇用見直しへの布石とも言われる説明に

おきましては、40代以上というふうになっておりますが、50代後半の月例

給に、つまり給与を重点的に引き下げる内容でもありました。人事院は平

成19年度を除く10年間の月例給や特別給をマイナスあるいは据え置きで勧

告してまいりました。この間につきまして、公務員の給与につきましての

批判が強まった経過もありました。本町職員においても、勧告どおり実施

してまいったものであります。 

 本町議会としても、議員報酬等を公務員同様の経過措置をしてまいりま

した。公務員との議員の基礎の報酬については、国民との間に思う隔たり

が多過ぎであります。もしかしますと感情論が先行し、大きな溝を今抜け

出せないままの状態でもあります。このようなことを考えますと、本条例

の改正を何といっても改正すべきであり、さらにこの町民への説明を果た

して理解を得ていくことが本町議会の責任であると私は考え、討論といた

します。 

 以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに討論はありませんか。11番鶉橋浩之君。 

 

１１ 番 （鶉橋浩之君） 

 その前に、議案の賛成者に名を連ねているわけなんですが、これは討論

しても構わないんですか。確認をしてからひとつ。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 賛成討論ですか。（「はい」の声あり）はい。（「いいですか」の声あり）

はい。 

 

１１ 番 （鶉橋浩之君） 

 では、私も本議案に、私の会派２人なんですが、会派としても賛成をし

たという立場から賛成の討論をさせていただきます。 

 それぞれ提案者あるいは今、前者からも詳しい内容の理由があったわけ

でございますけれども、私も何といっても昨年の６月、本則の改正でな

く、附則の改正で0.15引き下げていたと。それが６月１日の基準日を過ぎ

て元に戻ってしまったというような経過。それから、昨年の11月、これは

執行部、特に町長、副町長、教育長の期末手当については0.1カ月引き下

げをしたわけでございますが、議会はこの際にも何ら手をつけないでしま

ったと。今回に来ているわけなんですが、このまま議会も何もしないで現

行のとおり支給ということになりますと、町長、副町長、教育長との差額

は0.35カ月に及んでしまうというようなことになってしまいます。それぞ

れ報酬の基準とか、いろいろ額等々についてはあるわけなんですが、これ

は長い歴史の中で特別職の報酬等の審議会等々のいろんな審議の経過を経

て現在のレベル基準に達しているわけでございます。特に、今回は職員も

そうですけれども、町長、副町長、教育長については報酬にまで切り込ん

だ改正を今原案どおり通ったところでございます。 

 中山議員の提案する内容というのは、議員の報酬にはこれは手をつけま

せんよと。期末手当を町長、副町長、教育長に倣った月数にするというも

のでございまして、常々私も議会と執行部、これは二元代表制の中で車の

両輪と言われているわけでございますから、やはり一方が痛みを負うとい
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うふうな場合に、一方は何もしないでいいと、これは大変好ましい状況で

はないというようなこともございますので、やはり議会も町長、副町長

に、これは期末手当の部分だけでございますので、同じ歩調にすべきだと

いう思いで賛成をするわけでございます。 

 そういう立場から賛成討論でございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これから議発第１号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立少数です。よって、本案は否決されました。 

 これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。平成22年第６回大和町議会臨時会を閉会します。 

 大変ご苦労様でした。 

 

    午前１０時４６分   閉  会 

 


